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関西大学博物館所蔵 重要文化財 
縄文鉢形土器の修復報告
犬　竹　　　和
1 ．はじめに
　関西大学博物館所蔵の重要文化財縄文鉢形土器は、大正 7 年におこなわれた大阪府藤井寺市国
府遺跡第 4 次調査において大串第 3 号人骨（大串第18号人骨）の胸の上から出土したものであ
る1）。またこの大串第 3 号人骨は玦状耳飾を伴い、土器片が頭骨上に、石が胴部脇に置かれていた。
これらの出土状況から、この土器は人骨とともに埋葬されたものと思われ、縄文時代の葬送儀礼
を研究する上で稀少かつ貴重な資料であることが指摘されていた。昭和30年代には関西大学の所
蔵となり、本大学博物館で展示されてきた。そして昭和39年、重要文化財に指定されている。
　近年、本資料には以前使用された修復材料の経年変化による劣化が認められ、再修復を要する
写真 1 縄文鉢形土器 修復前 2）
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状態にあった。そこで、独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所の平成18年度の受託研究
として、本資料の修復を平成18年 9 月から平成19年 3 月にかけて実施した。
　今回修復した資料は、縄文時代前期の鉢形土器である。二箇所が突出する波状口縁で、口縁内
側には刻み目がある。胴部上半に爪形文帯（C字）が 5 帯廻り、下半には羽状縄文が施されてい
る。修復前の法量は、高さは14.9cm、口径は15.1cm×14.9cm、底部径は8.2cm、重量は381.4gで
ある（写真 1 ）。
2 ．土器修復と補修用擬土の開発
　遺跡から出土する遺物の中で多数を占めているのが土器である。全国で過去に出土した膨大な
数の土器は、発掘の成果を報告するなど学術研究のため、あるいは展示公開し活用するために復
元や修復が行われている。その際、使用される接着剤や石膏などの現在使われている修復材料は
経年変化によって劣化し、数年から数十年後には再修復が必要な状態となる。
　今回修復した縄文鉢形土器の場合は、再修復が必要な時期を十分に迎えているような状態であ
った。十数片に割れた状態で出土した縄文鉢形土器は、大正 7 年 8 月17日の大阪毎日新聞に掲載
された発掘報道写真ではすでに接合されていたが石膏は入ってなかった。昭和10年の写真でもま
だ石膏が入っていない状態なので、これ以降に石膏が入れられたと思われる3）。現在に至っては、
充填された石膏は硬く締まった感じがなくなり、粉状化や亀裂が入るなどの経年変化による劣化
が生じていた。また、接合に使用された接着剤は劣化して接着力が衰え、いつ破片がはずれて崩
壊してもおかしくない状態であった。したがって土器の取り扱いが非常に困難で、研究や展示な
どの土器の活用にも支障をきたしていた。
　縄文鉢形土器の修復前の状態は次の通りである。十数片に割れた状態で出土した縄文鉢形土器
は以前に接合され、破片が欠失している口縁部の 2 ヶ所、胴部の 3 ヶ所と底部の中央部は石膏で
充填されていた。石膏の表面には灰色の補彩が施されていたが、部分的に剥離し石膏の白い色が
露出していた（写真 2 ）。口縁欠失部の石膏は、亀裂が入って脱落したものをそのまま接着剤で
接合したと思われる。その際使用された接着剤は黒く変色し、しかも土器の表面に大きくはみ出
して流れ落ちた跡が残っていた（写真 3 ― 5 ）。これらの接着部分は、脆弱になっている土器より
も接着剤の方が強いので、接着剤の引っ張る力に土器の表層が耐えられず、表層剥離している状
態である（写真 6 ）。これは土器の接合部を強化せずに繊維素系接着剤で接合した場合によく見
られる破損である。また、接合部に接着剤のはみだしがみられ、光が反射している部分もある（写
真 7 ）。このように修復材料の著しい劣化は、土器の取り扱いを困難にさせているばかりでなく、
見た目にも汚れが目立つ状態で、土器の全体の印象を大きく変えてしまっていた。
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　今回の再修復は土器の展示公開と学術研究に活用されることを目的にしている。このような土
器修復における留意点は、歴史的価値と美的価値を明確に示すことである。したがってオリジナ
ルの土器と欠損部分の補修が識別できるようにし、なおかつ欠損部分の補修はオリジナル部分と
調和させて、修復の技術や修復材料でこの土器が本来持っている雰囲気を壊さないようにしなけ
ればならない。しかしながら、土器修復においてこれらの要求に対応する修復技術や修復材料が
確立しているわけではない。
　従来から使用されている補填材料はおもに石膏とエポキシ樹脂であるが、それぞれ以下のよう
写真 2 口縁部外側 修復前 写真 3 口縁部外側 修復前
写真 4 口縁部内側 修復前 写真 5 胴部内側 修復前
写真 6 口縁部内側 修復前  写真 7 下部外側 修復前
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な欠点が認められる。
　石膏は安価でどこでも手に入り、簡単に使うことができる材料である。石膏の風合いは悪くな
いが、色が白いことや、数年から数十年後には亀裂や粉状化などの劣化がみられるなど欠点があ
る。石膏の白は非常に目立つ色である。しかし考古資料としては白であっても問題ないと言われ
ることがある。出土土器は考古資料であり、復元には白い石膏をあえて使用し、オリジナル部分
と補修部分を明確に示し、それを考古資料としてそのまま展示するという考え方である。一方で
土器といえども美術的な要素を兼ね備えるという考え方もあり、これに対しては、見た目を非常
に重要視されることになってくる。考古資料であり美術品でもあるということである。この場合、
復元のために入れた補填材料が、全体の雰囲気を損ねるようなものではいけない。そこで石膏の
場合、表面に補彩をするか石膏自体に着色することになるが、オリジナルの色と調和せず風合い
が悪い。また、亀裂などが生じやすく、今回のように補彩の場合、亀裂が生じると中の石膏の白
色が見えてしまうことになる。
　強度や耐久性をよくするために、石膏に合成樹脂が混ぜてあるものもあるが、石膏に変わる充
填材料として現在使われているのがエポキシ樹脂である。エポキシ樹脂は石膏よりも耐久性があ
り丈夫である。その接着力はとても強く、しかも弾性がある。一般にエポキシ樹脂は接着剤とし
て陶磁器や炻器の修復に用いられているが、土器の接着には用いられていない4）。陶磁器や炻器
の胎土は硬くしっかりしているのでエポキシ樹脂の強度に負けないことや、接合面の厚さが土器
よりも薄く面積が少ないのでエポキシ樹脂のような接着力が要求される。一方、土器の胎土は軟
質でエポキシ樹脂よりも脆い。接合面もある程度の厚みがあるのでエポキシ樹脂のような接着強
度は必要とされず、アクリル樹脂や繊維素系接着剤が使用されている。
　エポキシ樹脂のような強い樹脂で土器の欠失部を充填した場合、接着力が土器の結合力よりも
強いので、オリジナル部分に負担がかかるようになり、土器の破損を招く可能性がある。とくに
地震などで転倒し破損した場合、その充填材と破片断面部が衝撃ではずれず、オリジナルの土器
部分が更に割れるという事態になる可能性がある。また将来必要になるであろう再修復時の補修
材料除去に際して、エポキシ樹脂は溶剤に溶けないので、機械的に除去しなければならない。そ
の除去作業には時間と労力がかかり、費用もかさむ。しかも土器本体に損傷を加える可能性も高
くなる。
　色調や質感の面では、エポキシ樹脂も着色や補彩をして色調を整えることが出来るが、整形後
の表面はまさにプラスチックであり、土器の質感からは程遠いものになってしまう。残っている
破片が少なく復元部分が多い場合、一見するとプラスチック製品と同じ印象を与えかねない。ま
た石膏は劣化しても変色しないが、エポキシ樹脂は劣化すると変色し、弾力性が失われてしまう。
保存状態によっては数年で変化してしまうこともある5）。
　以上のように、欠失部の充填材料として従来使用されている石膏やエポキシ樹脂には、質感・
色合い・強度・耐久性などの点において問題があった。そこで、筆者はこれらの問題を解決すべ
く、新しい充填材料の開発と実用化に取り組んできた6）。その結果、石膏よりも耐久性があり、
エポキシ樹脂のように必要以上の接着力や弾性を持たない充填材料で、展示公開や学術調査に活
用されることを念頭においてオリジナルの土器と欠損部分の補修が識別でき、しかも欠損部分の
補修は全体と調和して復元の技術や復元材料で土器が本来持っている雰囲気を壊さないよう、美
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的価値と歴史的価値を明確に示すことができる欠失部の充填材料として補修用擬土を開発した。
また、この補修用擬土を使用して数十点の土器の修復を行い、信頼性をたかめるべく、改良を行
ってきた。今回の土器の修復では、修復材料としての質や使い易さを追求し、更なる改良を行っ
た。以下、補修用擬土について記す。
　補修用擬土に使用する樹脂を選択するにあたって次のことを基準とした。樹脂の色は無色透明
であること。接着力はエポキシ樹脂よりも弱いこと。石膏より耐久性があること。人体に安全で、
作業性がよく、取り扱いが容易であること。溶剤で溶解でき取り外しが簡単であることである。
数種類の樹脂を試験した結果、水溶性のアクリル樹脂に焦点を絞り、アクリルエマルション（プ
ライマルE－357）（写真 8 ）を選択した7）。乳白色の樹脂は硬化させると透明に変化する（写真 9 ）。
この樹脂は他の補修用擬土材料と混ぜると可塑性があり、作業性もよく、適度な粘性で充填しや
すい。硬化後に他のアクリルエマルション樹脂のような粘りがなく、適度な硬さがある。またエ
ポキシ樹脂のような粘りや強靭さもない。短所は樹脂の造膜温度が51〜53℃なので、常温では完
全硬化しない点である。
　しかし、この短所である「常温では完全硬化しないこと」を逆に長所として利用することとし
た。常温である程度まで樹脂の水分を蒸発させると、整形や表面の調整が非常に容易なのである。
したがって補修用擬土を充填後、室内で加工しやすい程度まで水分を蒸発させ、充填部の整形や
表面の調整を完了してから定温乾燥器に入れ55℃で完全に硬化させる方法を考案した。なお、補
修用擬土を定温乾燥器に入れてからの硬化時間は充填部の大きさや厚みによって変わる。
 この樹脂に粉体を混ぜて、土器の色調・風合い・強度・重量あわせを行う。補修用擬土は樹脂
量によって強度が増加するが、樹脂が増えれば硬化後にプラスチックとしての様相が強くでるの
で、それを抑え、土器の風合いがでるよう粉体を配合した（写真10）。水溶性の樹脂は水分が蒸
発すると収縮するので、樹脂に混ぜる粉体は収縮を防ぎ、しかも土器の質感や強度に合ったもの
を選ばなくてはならなかった。また、重量も考慮しなければならなかった。あまり重いと取り扱
いが困難になってしまう。逆に軽いと残存破片が一方向に限られている場合、全体の重量バラン
スが悪く、安定して設置できず倒れてしまう可能性がある。したがって土器と同じぐらいの重量
になるようにした。
　樹脂に混ぜる主な粉体は焼いた土である。焼いているので水分による膨張や凝縮が少なく、補
写真 8 プライマルE－357 写真 9 プライマルE－357 硬化後
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修用疑土の収縮を抑制することが出来る。焼いた土は土器と同じ材質なので質感が一致する。ま
た土器の胎土に合った粒子の大きさを選ぶことができる。材料は、陶器用（信楽）の原土を粉砕
し篩って粒子を揃え、土器とほぼ同じ800℃で焼いた（マッフル炉を使用）ものである。あるい
は土器教室などで焼かれた土器を粉砕して篩って粒子を揃えたもの（以下 土器粉）でもよい8）。
今回はこの土器粉の色を選別して使用した。
　次に、焼成した土だけでは樹脂をあまり吸収しないので、珪藻土を加えた。珪藻土は珪藻の化
石の堆積物で、粒子に小穴が多数あるなどの特徴があるので、焼いた土に比べると樹脂を多く保
持することができる。また珪藻土は焼いた土よりも軽いので軽量効果もある9）。
　さらに今回は収縮を防止するためにガラスマイクロバルーンを加えた。硼珪酸ガラスで作られ
たガラスマイクロバルーンは白色の細かい粉体で、中球体なので軽量効果がある。混合性、流動
性もあり、吸水性が極めて低く、空中球体内に樹脂が入らないので複合材料のフィラーとして使
用されている10）。ガラスマイクロバルーンばかり多く入れると収縮するようであるが、今回のよ
うに土器粉や珪藻土、炭素繊維などの形体のちがう補修用擬土材料の隙間に適量入ると相関的に
作用して、収縮を少なくしているようである。補修用擬土の拡大写真を見ると丸い透明な空中球
体がガラスマイクロバルーンで、拡散して材料中に存在していることがわかる。また補修用擬土
材料が全体に均一に混ざっていることがわかる（写真12）。
写真12  補修用擬土材料に樹脂を入れ硬化
させた（×10） 
写真13  樹脂硬化後に表面を削った状態
（×10）
写真10 補修用擬土材料 写真11  補修用擬土材料を混ぜた粉の状態
（×10）
― 31 ―
　次に、水溶性樹脂の硬化後に見られる細かい亀裂を防止する為に炭素繊維を使用した11）。黒い
棒状の繊維が炭素繊維である。一本の長さが約 3 mmのものを使用しているが、攪拌中に折れて
短くなるものもある。炭素繊維は粉体と樹脂の架橋材としての役割を果たしている。単体の繊維
なので縦横斜め方向に斑なく混在している（写真11，12）。したがってあらゆる方向の補強にな
る。樹脂を入れて硬化させると表面に炭素繊維が見えるが、表面を削ることによって認識しにく
くなるので、質感を損なうことはない（写真13）。
　土器の微妙な色を再現するため、また補彩工程を除くために土器にあった色を補修用擬土にあ
らかじめ着色する顔料を入れた。したがってこの補修用擬土は個々の土器に応じて色を調整する
ことができる。しかし泥絵具などの粒子の細かい顔料が多量に入ると収縮を助長するので、あく
までも基本色は焼いた土や土器粉で大まかに決めておき、細かい色調整は顔料を添加することで
行う。
　これらの補修用擬土材料は斑なく均一に混ぜることが重要である。樹脂を入れる前にこれらの
粉体をよく混ぜ合わせ、均一な修復材料にしなければならない。以前は手で材料を混ぜていたが、
粉体と繊維を混ぜるのは非常に難しく、時間がかかりすぎるという問題があった。試行錯誤の結
果、ハンドモーター（ミニモ）につける先端工具を加工して撹拌機として使用した（写真14）。
蓋付容器にガラスマイクロバルーンを除く材料を入れて撹拌機で混ぜる（写真15）。撹拌に際し
ては飛散する粉を吸わないようにドラフターのなかでさらにマスクや手袋を装着の上作業を行っ
た。ガラスマイクロバルーンは最後に入れ、球体を潰さないように手で軽くかき混ぜる。
　以上のように、選定した粉体と樹脂（プライマルE－357）を混合すると、粘土状の補修用擬土
になる。土器に充填する時に樹脂（プライマルE－357）と粉体を混合する。樹脂を入れてから短
期間保管する場合は、乾燥を防ぐために密封し冷蔵庫に入れて保管することが出来る。この補修
用擬土は可塑性があり充填が容易である。室内で水分を蒸発させた後はサンドペーパーや彫刻刀
などで整形が出来る。55℃で樹脂を完全硬化させた後も土器のような質感を得ることが出来る。
石膏やエポキシ樹脂で復元された土器に比較すると、表面の肌合いや色艶が自然で全体に調和の
とれた仕上がりになる。オリジナルの土器と欠損部分の補修が識別でき、しかも欠損部分の補修
は全体と調和して、土器が本来持っている雰囲気を壊さない修復材料である。しかしながら水溶
性樹脂の収縮を完全に克服したわけではない。わずかな収縮に関しては今後の課題となった。
写真14 ハンドモーター 写真15 攪拌に利用した蓋付容器と攪拌した粉体
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3 ．縄文鉢形土器の修復
① 紙片の養生
　土器の内側に貼られた紙片は元来この土器に属するものではなく、発掘された後に付けられた
ものであるが、この土器が調査研究・保存されてきた経緯を指し示す考古学資料として今後もそ
のままの状態で保存することになった。破れや欠損があり、部分的に紙が浮くなどかなり損傷し
ている（写真16）。また紙の一部が土器の接合部に挟まれていた。これは紙が貼られた状態で土
器片を接合したので挟まれてしまったものである。したがってこの紙の取り外しは土器を解体し
た後に行った。まず内側に貼られた紙片にレーヨン紙を布海苔で貼り養生した（写真18，19）。布
海苔は通常は煮て使用するが、今回はそれ程接着力を必要としないので、布海苔 3 cm角ぐらいを
ひたひたの水に一晩つけ、絞ったものをガーゼで濾して蒸留水で適度に薄めて使用した（写真17）。
② 石膏の除去
　口縁部の劣化した石膏は超音波メス（ミニモ、ポリターパワーパックP201）で除去した（写
真20，21）。底部も同じように外側から石膏を除去した（写真22，23）。石膏を除去した結果、底
部の欠失部は割れ断面がいずれも古く、一定の方向性があり、底部外側から内側に向かって力が
加えられたと推定することが出来た（写真24，25）。
写真16 修復前の紙片 写真17 左手前の液体が布海苔
写真18 レーヨン紙で表打ちする 写真19 布海苔が乾燥したところ
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写真20 口縁部の石膏の除去 写真21 口縁部の石膏の除去
写真22 底部の石膏の除去 写真23 底部の石膏除去
写真24 底部の石膏を除去 外側 写真25 底部の石膏を除去 内側
写真26 石膏除去後 全体
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③ クリーニング
　黒く変色した接着剤は有機溶剤（アセトン）で溶かして除去した（写真27，28）。オリジナル
の土器に塗られている灰色の補彩も同様に除去した。
④ 解体
　接合部の接着剤は有機溶剤（アセトン）で溶かして解体した（写真29，30）。この時に接合部
に挟まれていた紙片を土器からはずした（写真31，32）。
写真27 写真28
写真29 写真30
写真31  水を含ませた筆で養生した
レーヨン紙ごと取り外す 
写真32
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⑤ 破断面および表面の強化
　土器の破断面を強化するため及び接合時の破断面への接着剤の浸透を防ぐために、破断面にパ
ラロイドB72 5％〜10％ アセトン溶液を筆で塗布した（写真35）。また脆弱になっている表面も
パラロイドB72 10％溶液（エチルアルコール7.5に対して蒸留水2.5の割合で混ぜた溶液を使用）
で強化した（写真36）。表面に溜まった余分な樹脂は紙で吸わせ取り除いたので、変色や樹脂光
沢はない。
写真33 解体後 外側 写真34 解体後 内側
写真35 破断面の強化 写真36 表面の強化
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⑥ 破片の接合
　破片はパラロイドB72 50％ アセトン溶液を使用して接着した（写真37）。
写真37
写真38 接合後
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⑦ 補修用擬土の作成
　縄文鉢形土器は内側と外側また場所によって色がかなり違うこと、しかも土器高が低く口縁が
ひらく器形なので内側も目立つことから、数種類（灰白色系と褐色系）の色の補修用擬土をつく
ることにした。土器にあった色を決めるため、擬土サンプルを36点作成した（写真39）。この擬
土サンプルから最も適したものを選択し使用した。選択した補修用擬土サンプルの材料内容とそ
の分量は表 1 の通りである。樹脂（プライマルE－357）以外の補修用擬土材料を計量し、あらか
じめよく混ぜておく。
表 1 補修用擬土サンプルの材料内容とその分量
NO. 樹脂 粉体 顔料 炭素繊維
17 プライマルＥ－357：9.5ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土：１.4ｇ
水干黄土中口：1ｇ
純松煙：0.005ｇ
ローアンバー：0.7ｇ
0.5ｇ
21 プライマルＥ－357：12ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土赤口：１.4ｇ
水干黄土中口：1.2ｇ
純松煙：0.1ｇ
ローアンバー：2ｇ
0.5ｇ
24 プライマルＥ－357：10.5ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土赤口：0.7ｇ
水干黄土中口：1.5ｇ
純松煙：0.005ｇ
ローアンバー：0.6ｇ
0.5ｇ
26 プライマルＥ－357：10ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土赤口：0.9ｇ
水干黄土中口：1.5ｇ
水干黄土黄口：0.1ｇ
純松煙：0.005ｇ
ローアンバー：0.6ｇ
0.5ｇ
28 プライマルＥ－357：10ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土：0.7ｇ
水干朱土赤口：0.9ｇ
水干黄土中口：1.2ｇ
純松煙：0.05ｇ
ローアンバー：2ｇ
0.5ｇ
30 プライマルＥ－357：10ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土：0.7ｇ
水干朱土赤口：0.9ｇ
水干黄土中口：1.5ｇ
純松煙：0.05ｇ
ローアンバー：1.5ｇ
0.5ｇ
31 プライマルＥ－357：10ｇ
土器粉（灰色） ♯0.25：8ｇ、土器粉（灰色）♯0.11：8ｇ、
珪藻土（セライト535）：1.5ｇ
ガラスマイクロバルーン：0.75ｇ
水干朱土赤口：1.4ｇ
水干黄土中口：1.2ｇ
純松煙：0.2ｇ
ローアンバー：2.1ｇ
0.5ｇ
写真39 補修用擬土サンプル例
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⑧ 補修用擬土充填用仮支持体の作成
　補修用擬土を土器に充填するために板状の歯科用パラフィンワックス（厚さ1.5mm）を使用し
て土器内側から仮支持体を作った。歯科用パラフィンワックスと土器との一時接着には両面テー
プとスコッチ片面テープを使用した（写真40，41）。
⑨ 欠失部に補修用擬土を充填
　補修用擬土は用意しておいた補修用擬土の粉体に樹脂を計り入れてよく篦で混ぜてから使用し
た。施工の際には補修用擬土の乾燥を遅らせるためネブライザ（オムロン 超音波式ネブライザ
NE-U17）で湿度をあたえながら充填した（写真42）。土器の内側と外側の色が違うために 2 色の
補修用擬土を同時に使用した（写真44，45，47，48）。土器と補修用擬土の馴染みを良くするた
めに充填する際に土器の断面にプライマルE－357で溶いた補修用疑土材料を筆で塗布した（写真
43、46）。充填後はある程度固まったら内側のパラフィンを取り外し、室内で24時間程乾燥させ
た（写真49）。
写真40 写真41
写真42 写真43
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写真44  まず内側の色の補修用擬土を充填 写真45 養生のテープをはずす
写真46 写真47 次に外側の色の補修用擬土を充填
写真48 写真49
― 40 ―
⑩ 整形
　常温で加工しやすい程度まで樹脂の水分を蒸発させ、整形や表面の調整がしやすい状態で、サ
ンダー（ミニモ ポリターパワーパックP201 ミニベルトサンダー ＃80 8mm幅）や紙鑢、鑢、メ
スを使用して表面を整えた（写真50-52）。土器胴部上半の爪形文、下半の羽状縄文も復元した（写
真53―55）。
写真54 写真55
写真50 写真51
写真52 写真53
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⑪ 樹脂の硬化
　樹脂の造膜温度が51〜53℃なので、整形後、定温乾燥器（Isuzu SNS-115S）に入れ55℃に設定
し24時間程乾燥させる。硬化時間は充填部の大きさや厚みによって変わる（写真56，57）。
⑫ 紙片の貼り戻し
　養生していたレーヨン紙を剥がし、紙片と同じ大きさの薄美濃紙一枚を小麦粉糊で裏打ちした
（写真58，59）。その後、小麦粉糊で再度土器に貼り付けた。場所は土器底部内面の屈曲部をさけ、
接合部をまたがないようにオリジナルの土器片に垂直に貼り付けた（写真60）。
写真56 写真57
写真58 写真59 写真60
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⑬ 修復完成
　修復後の法量は、高さは14.9cm、口径は15.4cm×14.9cm、底部径は8.2cm、重量は369.8gである。
樹脂を硬化させた後も表面の風合いや色合いなど土器そのものがもつ質感に近く、石膏やエポキ
シ樹脂で復元された土器と比較すると、自然で全体に調和のとれた仕上がりになった。
4 ．おわりに
　今回の修復では、再修復に伴う調査研究で底部に穿孔が発見されるという成果が得られた。以
前の修復では、底部の中央の欠失部は単なる欠失部として石膏で埋められていたが、修復前の調
査検討において、底部の欠損部は副葬時に故意に穿孔されたと考えられるようになったのである。
実際に底部の石膏を除去して底部の破損状態をよく観察し、故意に穿孔したかどうか調査した結
果、破断面はいずれも古く、外側から内側に広がっており、外側から内側に向かって力が加えら
れたと推定することが出来た。したがって副葬時に意図的に穿たれたものと考え、この欠失部は
補修用擬土を充填せずに、そのまま穴の状態で保存することになった。この調査により本資料は
写真61 縄文鉢形土器 修復後
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縄文時代前期に底部穿孔を行った土器が人骨と共に埋められていた重要な事例を示すものとなっ
た。
 このように修復にともなう調査であらたな土器の歴史的価値を提示できた。さらに、実際の修
復でも土器修復における課題とその対策として行われてきた修復材料の開発に更なる成果を加え
た。今回の修復において、オリジナルの土器と欠損部分の補修に使用した補修用擬土が識別でき
る点で土器の歴史的価値を示すことが出来た。さらに欠損部分の補修用擬土は全体と調和して、
土器が本来持っている雰囲気を崩してはいない点で美的価値を明確に示すことも出来た。
　なお、本擬土はその性質上、エポキシ樹脂と同じ程度もしくはそれ以上の耐久性があると思わ
れるが、開発してから間がないこともあり実証していない。したがって耐久性試験や強度試験な
どを行い、修復材料としての検証をすすめ、併せて修復を行った土器の修復部分の劣化状態を追
跡調査する必要がある。また、この補修用擬土の収縮などの問題点を解決することも重要である。
今後は本擬土の改良を進めることにより、より安全で誰もが簡単に取り扱え、しかも安価なもの
で、仕上がりは展示公開や学術研究に活用され易いようにオリジナル部分との違いを見せながら
も全体的に違和感が無い土器の修復材料を考案したい。また、いかなる修復材料も必ず劣化する
ということを踏まえ、ある程度の耐久性を持ちつつ、本体に負荷を与えずに劣化し、また次の修
復がしやすいようなものを目指したい。つまり文化財に対しても、それを見る人々にも、また修
復者にもより良い修復材料や修復技術を考案していきたいと考えている。
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墳出土の土師器、家形埴輪、朝顔形埴輪、円筒埴輪、形象埴輪などの修復を実施。
7 ）プライマルE－357：固形分 47.6、pH 9.0〜10.0、粘度（CPS）＜100、イオン性 N、MFT（℃）51
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〜53、TG（℃）45、硬度（KHN）10〜11、特徴は非常に堅いポリマーで、光沢、フロー耐候性、耐
汚染性に優れている。ローム・アンド・ハース・ジャパン㈱製。
8 ）土器粉：土器教室などで新たに焼成した土器を粉砕した粉。粒は試験SIEVE No.0.11、No.0.25（日
本工業規格JIS）で篩ったものを使用した。
9 ）珪藻土：セライト 関東化学（株）製。
10）炭素繊維：東レ（株）のトレカチョップ 3 mmを使用。炭素繊維に使われている収束剤（エポキシ
樹脂）はメチルエチルケトンを使用して超音波洗浄し、できるだけ除去。収束剤が水の場合は乾燥さ
せてから使用すると混ぜやすい。
11）ガラスマイクロバルーン：セルスターCZ31T 東海工業（株）製。
